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神奈川県丹沢地域における大気中オゾンの動態
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Behavior of atmospheric ozone in the Tanzawa region
of Kanagawa prefecture

Ⅰ　背　景

1　オゾン研究の目的
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2　森林影響に関する従来研究

3　愛媛大学グループによる従来研究
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Ⅱ　定点観測データ解析

1　意義・目的

2　方法
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3　連続測定データ

4　日変動

図 2-1　丹沢山地測定局と周辺常時監視測定局
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表 2-1　丹沢山地測定局のオゾン有効データ期間とオゾン測定器機種

図 2-2　2012 年度丹沢山地のオゾン濃度 1時間値
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5　月変化

6　他の国設酸性雨局などとの比較

図 2-3　 2014 年 8 月 1 日から 9月 5日の丹沢山地オゾン濃度（菰釣山、丹沢山、檜洞丸＝ 10 分値、上）と
周辺一般局（秦野、伊勢原、津久井＝ 1時間値、下）におけるオゾン濃度

図 2-4　 2012年度丹沢山地と神奈川県常時監視測定
局の年平均オゾン日変動
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7　風向依存性とオゾン濃度の関係

図 2-5　丹沢山地と周辺常時監視測定局の月平均オゾン濃度変動

図 2-8　 丹沢山地と国設酸性雨局の AOT40 の経年
変化

図 2-7　 丹沢山地と国設酸性雨局の 2012 年度月平
均値

図 2-6　 丹沢山と国設酸性雨局の 2012 年度平均日
変化
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Ⅲ　徒歩移動観測

1　意義、目的

図 2-9　2012 年度丹沢山地測定局の風向別平均オゾン濃度

表 3-1　徒歩移動観測実測日
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2　観測方法

3　観測結果

（1）　檜洞丸移動観測

図 3-1　移動観測機器一式

図 3-2　 2014 年 5 月 30 日檜洞丸移動観測登坂時の
経路とオゾン濃度分布



22 神奈川県自然環境保全センター報告　第 14号　（2016）

（2）　菰釣山における移動観測結果

（3）　丹沢山地稜線縦走観測

図 3-3　 2014 年 5 月 30 日檜洞丸移動観測結果（太実線：2B202 オゾン、破線：温位、丸：檜洞丸オゾン 10 分値、
細実線：標高）

図 3-5　 2014 年 9 月 29 日菰釣山移動観測結果（太実線：2B202 オゾン、破線：温位、点線：相対湿度、丸：
檜洞丸 10 分値、星：犬越路オゾン 1時間値、細実線：標高）

図 3-4　 2015 年 6 月 24 日檜洞丸移動観測結果（太実線：2B202 オゾン、破線：温位、点線：相対湿度、菱形：
丹沢山 10 分値、丸：檜洞丸 10 分値、細実線：標高）
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Ⅳ　まとめ

図 3-6　 2014 年 10 月 3 日移動観測経路とオゾン濃
度分布
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